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■工事名称：ヤマタネ本牧ふ頭開発計画
■建　設　地：横浜市中区本牧ふ頭
■建　築　主：株式会社ヤマタネ
■Ｃ　　Ｍ：日建設計コンストラクション・マネジメント株式会社
■設　計　者：前田建設工業株式会社一級建築士事務所
■施　工　者：前田建設工業株式会社東京建築支店
■敷地面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ一部Ｓ造地上４階建て
■建築面積：，．㎡
■延床面積：，．㎡
■工　　期：年３月日～年６月日

エントランス
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倉庫フロア１Ｆ

　本計画は既存の物流倉庫からの移転と拡張を兼ねた新築計画で
す。外構・配置計画では、荷捌場となるトラックバースをピロティ
に計画し、港湾道路・敷地内車路・トラックバースを直接繋ぐ明快
な車両動線としています。
　１階のドライ倉庫は、トラックバースに面する外壁にオーバード
ア開口を連続配置し、併設するドックレベラにより効率良い荷捌き
を行える計画としています。２階・３階は空調による温度制御を行
う定温倉庫であり、上下階との境界および外壁に断熱を施して空調
効率を確保しています。４階は固定ラック実装による文書保管庫が
あり、フロアのセキュリティを確保しています。
　環境性能にも配慮しており、事務所エリアを集約して空調効率を
上げるとともに、倉庫照明にはセンサー制御を用いることで省エネ
効果を高めています。これにより環境認証BELSにおいて「★★★
★★★＋ZEB Ready」を取得しています。

前田建設工業　西森匠

　弊社グループは年を目標とした長期ビジョンを掲
げ、実践的な中期経営計画「ヤマタネプラン」をも
って物流部門におけるコア事業領域の収益力向上を目指
しております。
　このたび横浜市の本牧埠頭Ａ突堤で開発を進めてまい
りました新倉庫「本牧埠頭営業所」は、国際戦略港湾た
る横浜港の貨物のうち約％のコンテナを取り扱うコン
テナ埠頭が至近であり、且つ首都圏各地へのアクセスに
優れた立地に着目したものです。

　新倉庫は今後も増加が見込まれる輸出入貨物取り扱い
拠点として利用するとともに、流通加工・小口配送等の
配送センターとしても活用します。また、定温空調設備
を備え多品種貨物の保管ニーズにもお応えします。
　新倉庫は、その集配能力のみならず、省エネルギー、
環境負荷軽減といったこれからの物流施設を実現したも
のです。この建物性能は弊社のもう一つの将来展望であ
る、食の産業の〝続くを支える〟ため、本牧埠頭より各
地の生産者様や消費者様に安心でき、安定した食材や商
品をお届けする役目を担います。
　このような事業目的を果たすため、設計施工をお願い
しました前田建設工業様もまた、太く強い理念をお持ち
で、高い品質と機能性という弊社の要求に親身になって
取り組んでいただけました。この段、感謝いたしますと
共に、本計画にご協力とご尽力を賜りましたすべての関
係者の皆様に御礼申し上げます。

株式会社ヤマタネ


